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estradiel を添加 した 場合に の み酸素消費能 は 増大 し・

Progesterone ，Testosterone 添加の 場合 に は酸素消費能

を さ らに減少 して い た ．

　演者 らは こ れ らの代謝様相を詳細 に 追求す るた め ， 酢

酸 ・2−Cidオク タ ン 酸
一1−C14，パ ル ミチ ン 酸一1−cn を基質 と

し，estradiol ，　progesterone，　Testosterene を添加 した

場合 の酸素消費能 ， 炭酸 生 成量 ， ア セ ト酢酸生 成量 ， 脂

質生 成量 を人胎盤絨毛組織 な らび に末期胎盤 にっ い て 観

察 した の で報告す る．

　8． （演）子宮 収縮に関 す る研 究 （第 6 報）

　　　　　　　（日 医大第
一

）鈴村正 勝，武内正伸

　　　　　　　　紫竹芳郎，川村満元，本闇智介

　1） 子宮 収 縮剤 の 妊娠早期 に 於 け る効果

　満期分娩後に は，Ergemetrin 類 の 子宮収 縮効果 は極

め て優れ た もの である が， 妊娠早期 に 於い て は ，　 その

作用 は極 め て 弱い ． 之 に反し ，
Spartein，　Oxyt  in の

収縮効果 は 著明であ るが ，　 そ の 作用時間が 弱 い の で ，

Spartein又 は Oxytocin に Ergo 皿 etrin を加えてそ の

子宮収縮効果 を検討 した ．Sparteinの 子宮収縮効果 は，

妊娠早期中絶後 に お い て は極 め て 強 く， 100  で は や tS

過度であ る の で 」 50  と して ，
Ergometrin と混注 して

ぼ ぼ 所期 の 効果 を得た ． Oxytocinは 3単位で 際 攴 之と

同 じ収 縮 を得た．

　2） 破水前後の 子宮収縮 に っ い て は ， 第 1報 に既報し

た が ， 今 回 は P1animeter値に よ っ て 得た 成績を述べ

る， 破永前後 の 子宮収縮は ，

一
般 に有意差は な か っ た

が ，破永後 Tonus が 3   n  以上下降 した 場合 に は ， 収

縮が増強 した 場合が多 い ．また 破水前後の Oxytocin効

果 も比較 した ．前期破水，早期破水例 に お い て は ， 分娩

3 〜 2 時間 まで は，前 に あ げ た 正 常分嬬 の Plariimeter

　 曲線 よ り明ら か に 低い 収縮 を示 した が ，1時間前 に な

る と，上昇 して 正常と同様 の 収縮とな っ た ．

　3） 子 宮筋の 顕 微鏡的検索 に よ っ て 得 た結果 を 之 に追

加 す る予定で あ る．

　 9． （演）子宮収縮緩和剤 の 研 究

　　　（頁京逓信）安井修平，楠本雅彦，下平和夫

　　 島中俊次．大沢辰治，餌藤宣孝 ， 清水昭造

　　 高禰哲也，植松 　修

　近年 ， 種女 優秀 な 子宮収縮剤 が逐 次発表さ れ ， 効果 を

認 め られ て い る が，反対 に 子宮収縮緩和剤 の 研 究 は 僅 か

で あ る．

　1956年 Ad 。 c。 ali 。 誘導体 の 1・6。・uprin ・，　buvadiran
の 子宮収縮緩和 作用 が 発表 さ れ，本邦 に於 て も 岡富等 の

報告 が あ る，

　又 ， 最近 ， 米国 に於て は鎮控作用の あ る 抗 コ リ ン 体の

研究 に ょ り piperidol 誘導体 Da じtilに 子宮収縮緩和作

用 の あ る 書 が 発表ざれ た．

　我々 は 以上 の 2 物質を主 と し， 更 に 各種 の 薬剤 を用

い ，
マ グ ヌ ス 法 に よ り子宮収縮緩和作用を測定 した．

　 非 妊 子宮体筋肉を Atonin に よ り収縮運動 を 起 レ，

各種薬剤を使用す る と，Papaver 三n は もっ と も強力 で ，

Dactil，
　Buscopan，

　 Duvadilanは収縮運動を明か に抑制

す る，麦角製剤 の Hydergin は抑制作用 な く， 又 自身

の 子
圃
禽収縮作用 も極 く僅 か で あ る．

　子宮頚部 に対 して は ，
Duvadilan ，　Buscop 乱 n ，　Papave −

rin は 収縮緩和作用が あ る も ，
　Dactil の み は反対に収縮

作用 が あ る．

　九嶋に よ れば ， 子宮頚 部 に は Spincter様機能 が あ

り， Oxytocinは子宮体部 に収縮 （冨咬 感興奮），頚を弛

緩 （交感興奮） と云 う複雜 な 作用 が あ るが ，　 自律禪経

剤 ， 子宮収縮剤で は頚 ， 体 に同様に 作用す る と断じて い

る が ，
Dactil の み は こ れ に 属 さ ず ， 体は 弛緩 ：頚 は 収

縮 と い う，
Oxytocin と全 く反対の 作用 を示 して い る こ

と｝ま興財ミが深 い ．

　 こ の故 に 臨床的 に は Duvadilan は 月経困難症 に Da −

ctil は切迫流早産に使用す るの が適当である，

　 鱒 ． （演）妊娠中の 性比の 観察

　　　　　　（広島確口病院）植田秀嶺，三 原三 郎

本院過去13年問 の カ ル テ ，広島市の 過去 7 年聞の 報告，

昭和25年 よ り34年 に 亘 る 全国人 口動態統計等の 盗料 に基

い て ，性別記載の 明自な る妊娠 4 カ 月 よ り妊娠10カ 月 に

金 る 期聞 の 人 工 及び 自然流早産，満期分娩 に就 い て 妊 娠

中の 男女の 割合 を調査 し た ．妊娠の 何れ の 時期 に於い て

も人 工及び自然流 早産 は 共 に男性は女性 に 比 して 高率に

あ り，亦，自然流早産 の 性 比 は 入 工 流早産 に 比 して ， 高

い 比率 に あ る．妊娠 4 カ 月及び 妊娠 5 カ 月 の 実測性 比 は

人 工 流産 ， 自然流産共 に著 し く高 く， 亦 ，妊娠10カ 月の

入 工 及び 自然早産の 実測性 比 も可 成 り高 い が，前者 は 外

性 器 の 粗 略な る観察 に 由る もの で あ り，亦 ， 後者 は 母児

双 方 の 好ま しか らざ る諸因子 の 外， 作為的 の 処理 に 由 る

もの と思われ ， 何れも僑頼性 を欠 く．然 し妊娠6，7．8，9

の 4 ヵ 月の 実測性 比 は 充分に信頼性 の お け る も の で あ

る．従 っ て 全 妊娠期間 の 性比 を回帰分析法 に 依っ て 推計

す る に は前記妊娠 6，V，8，9 カ 月 の 実測性 比 に依存す るの

夕トは な し、，

　斯 の 如 くに して ， 妊娠期間 中の 人 工 及 び 自然流早産 の

性 比 を回 帰直線 に て表 わ す と
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：
［1

　 y ＝ 118．1− O．5x，　 y ＝ ユ13．5十 〇．9x

　な る 回 帰方程式で表現 で き，そ の 信頼限界 は 何 れ も危

険率 5％ で 前者 は 上 限十 3．5，下限一 4．5，後者 は上 限

十 6．ユ， 下阪一 4．3の 数値を得た ．更に 過去 10力 年 の 出

生 実数に 人 コニ及 び 自然流早産 の 実数 を加算 した もの に就

い て ， 同様 に性比 を求 め ，回 帰直線に て 表わす と ， y ＝

107．7− 0．2x な る 回 帰方程式を得 た．そ の信頼限界 は

同 じ く危険率 5 ％ で 上 限十 〇．96， ド限
一1．36であ り，第

1次性 比 は緩や か な る 傾斜 を以つ て 低 ドしな が ら移動す

る も の であろうと推測 した ，

　 11． （演）EST に 於 け る PS の 成 因並 び に 早 期

妊娠に対す る診断的価値に 就 い て

　　　　　　 中華民国台湾省

　　　　　　（省立台北医院）欧 雲 炎，蘇 金 旭

　　　　　　（県党鳳山医院）張簡哲郎

　 EST （Endornetrial　 Smear 　Test） を用 い ， 228例

の 患者 に 就 い て 主 と し て 早期 妊 娠 に 於 け る PS （Preg −

nant 　 Substance） の 診断的価値並び に PS の 成因 に就

い て 検討し ， 次 の 如 き結果 を得 た ，

　 A ） ？ S そ の もの に 就 い て

　 1）　 PS とは塩基性〜無色 に 染 ま る 周囲との 境界鮮明

な無構造物質であ る．その 成分は一種の 蛋白質で あ る と

考 え ら れ る．

　2） PS とは妊卵 に対す る鬪争 の 結果生 じた 単核喰細

胞の 残 骸で あ る と推察され る．

　3）　PS は 婬 娠時， 子宮腔内 に存 し，頚管内に は 誑 明

さ れ な い ．

　 4）　 PS は妊娠早期， 即 ち 予定月経 日 に も既 に 出現

し ， 妊娠 3カ 月迄の 観察で は 妊 娠 の 進行 に伴 っ て 漸次著

明の 傾向に あ る．

　5） 子宮外妊 娠中絶時 に も証明 され る （66．7％）．

　 6）　月経前期 に も稀 に 出 る こ とがあ る （2．2％ ）．

　 B ）早期妊娠 に 対す る PS の 診断的価値 に 就い て

　 1）　 A 群 （O 〜7）で は PS （十） の 93．3％ が 妊 娠 で P

S （一） の 80．4％が 非妊 ， 両者合せ て の 総適 中率 は 87．3

％で あ る．

　2）　B 群 （8 〜14）で は PS （十） の 95．0％ が 妊 娠で

？ S （一） の 81．9％ が 非妊 ， 両者合せ て の 総適中率 は

92．0％であ る．

　3） C 群 （15〜21） で は PS （十） の ユDO。0％ が 妊娠

で PS （
一
） の 85．7％ が 非妊 ． 両者合せ て の 総適 中 率 は

97．3％ であ る．

　4）　D 群 （22〜2S） で は PS （十 ） の 100．0％が 妊娠

で PS （
一
） の 75．0％ が 非妊，両者合せ て の 総適中率は

90．G％ であ る．

　 5）　A 〜D 鮮 （0 〜28） で は PS （十 ） の 96．2％ が 妊

娠で PS （
一
） の 80．9％ が 非妊 ，両者合せ て の 総適 中率

は 91．4％ であ る．

　以 上 の こ とか ら PS は 妊 娠 早 期 診断 だ け でな く， 子 宮

外妊娠 ， 流産 の 診断 に も重要 な 所 見 で あ る．殊 に共存せ

る 内膜の 所 見 を 参考 に す れ ば 他法 に 劣 らな い 適 ID 率 を

示 し，且 っ 速決的診断法 と して 価値 あ る もの と考 え られ

る．

　 12． （演）脂 質投与が妊娠 個体 の 下垂体副腎 系

並び に下垂 体卵巣系機能に 及ぼ す 影響 に就 い て の

実験 的研究 （第 2 報）

　　　　　　　　　 （京大）西村敏 雄，※三木通三

　　　　　　　　　　　　　 真鍋幸夫 ，田中　基

　必須脂酸に富 む ゴ マ 油乳剤を 妊 ，非 妊 白鼠 に長期間大

量 投 与 し て ，そ の 下垂 体副腎系並 び に，下垂 体 卵巣系機

能 に及 ぼ す影響を特 に脂質代謝 との 関連 に お い て 追求 し

た 結果 は，既 に第 1報 に 於 い て 報告 した が ， 今回は ， こ

れ を組織化学的 な 面 か ら裹付 け す ぺ く検討を加 え た の で

成績を報告す る．先ず下垂体前葉 に対 して ，
PAS 並 び

に Kresazan 染色法 を行っ た 処 ， 脂質投与に よ り非妊

群 では 何 れ の 性 周期 に 於 い て もβ細胞 が 増加 し て い る に

拘 わ らず ， 同 細胞内の 好塩 基 性 顆粒は著明 に脱顆粒 して

お り，こ れ に よ りホ ル モ ン の 産 生 及 び放出が 盛んに 行わ

れて い る 事が 示 峻 さ れ た が ，妊娠群 に 於い て は それ の 投

与 に よ っ て 非妊時 に お け る様な傾向 は 見 ら れ た とは い

え，乏の 程度 は 極 め て 軽微 で あ っ た．次 に 標的臓器副

腎 並 び に 卵 巣 にっ い て 同 じ脂 質負荷 条 件下 に お い て Su −

dan　III 染色 を行 っ た 処 s 非妊 時 では 何 れ の 性周期 に於

い て も妊娠時 に於 け る よ りは 著明 に陽性 顆粒 の 存在す る

事が 見 ら れ た ．

　以 上 の 成績は既 に報告 した第 1 報を 更 に裏付け た も の

であ り，こ れ に よつ て 投与 さ れ た 脂質乳剤の ス テ lrイ ド

合成源 として もっ 意義 は 妊娠時 と非妊時 で は大 い に 異 っ

て い る もの で あ る 事が 推想 さ れ た ．尚，胎盤 に っ い て も

検討中であ る こ と を附記して お く．

13． （演）妊産婦栄養 に 関す る研究

　　　　　 特 に 食餌 に つ い て

　　　（目大 ）沢崎千秋，福井靖典，※ 薄井　修

　　　　　　　菊池 　壽，島倉啓岡L 杉岡 良平

我k の 歡室で は ， 妊産婦 の 栄養特 1・C　

’
tの 食餌補給 に っ
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